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理
事
長
挨
拶

小 

川 

　  

隆

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
秋
季
さ
わ
や
か
な
よ
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　
去
る
８
月
５
日
に
は
、
ラ
イ
フ
ホ
ー
ム
城
山
恒
例
の

24
回
目
の
納
涼
祭
が
快
晴
の
中
、
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
所
者
の
方
は
じ
め
、
ご
来
賓
・
地
域
の
方
々
、
多
く

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
盛
況
に
出
来
ま
し
た
事

を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
保
険
制
度
が
で

き
ま
し
た
２
０
０
０
年
の
高
齢
化
率
は
17
％
で
し
た
が
、

現
在
は
27
％
ま
で
達
し
て
お
り
、
２
０
３
０
年
に
は
３
人

に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
介
護
の
重
要
性
も

高
ま
り
、
様
々
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
様
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
与
え
ら
れ
る
介
護
か
ら
利
用
者
と
そ
の
家
族
が
選
ぶ

介
護
へ
と
、
環
境
は
年
々
変
化
し
て
お
り
、
利
用
し
た

い
住
み
た
い
と
思
え
る
施
設
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
も
、
よ
り
家
庭
に
近
い
生
活
や
利
用
者
の

気
持
ち
が
和
む
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
質
の
高
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
の
介
護
の
拠
点
と
な
れ
る
よ
う

職
員
共
々
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ラ
イ
フ
ホ
ー
ム
城
山
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　秋
の
気
配
が
ま
す
ま
す

深
ま
り
、「
食
欲
の
秋
」
が

微
笑
み
か
け
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　今
回
の
こ
も
れ
び
は
「
人

と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
入
所
者
様
・
利
用

者
様
に
限
ら
ず
、
ご
家
族
、

地
域
の
方
々
と
寄
り
添
い
、

生
活
を
共
に
す
る
当
施
設

を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
広
報
誌
を

作
成
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は
？

　
グ
リ
ー
フ
＝
深
い
悲
し
み
、
悲
嘆
。
親
し
い
人
や
大
切
な
も
の

を
喪
失
し
た
時
に
体
験
す
る
複
雑
な
心
理
的
、
身
体
的
、
社
会
的

反
応
を
さ
し
ま
す
。

　
生
き
る
こ
と
は
、
悲
し
み
や
喪
失
の
連
続
で
す
。
私
た
ち
は
、

新
し
い
喪
失
体
験
を
し
な
が
ら
一
生
を
生
き
て
い
く
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
死
別
、
病
気
、
い
じ
め
、
災
害
、
裏
切
り…

　
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
悲
嘆
に
寄
り
添
い
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
＝

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
城
山
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
の
３
月
か
ら
『
わ
す

れ
な
草
の
会
』
を
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

会
は
、
家
族
や
親
し
い
方
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
が
、
亡
く
な
っ
た

方
の
想
い
出
や
今
の
気
持
ち
な
ど
を
語
る
場
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
に
な
り
、
身
近
に
亡
く
な
る
方
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
「
残
さ
れ
た
方
が
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

か
ら
ど
う
に
か
し
て
あ
げ
た
い
。心
配
だ
。」と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
悲
し

む
方
々
に
寄
り
添
う
こ
と
が
、

病
気
の
予
防
さ
ら
に
い
き
い
き

と
生
活
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

　
多
死
社
会
を
迎
え
て
い
る
今
日
、

家
族
の
死
・
自
分
の
死
に
つ
い
て

考
え
、
ど
う
人
生
を
終
え
た
い
か
、

ど
う
生
き
て
い
る
時
間
を
輝
か
せ

た
い
か
を
一
緒
に
考
え
る
城
山
地

域
に
な
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
相
原
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
３
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　
開
設
初
年
度
７
月
に
、
住
民
有
志
の
方
が
「
じ
ょ

い
ふ
る
カ
フ
ェ
」
を
サ
ロ
ン
形
式
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
月
に
一
度
セ
ン
タ
ー
内
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、

笑
い
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
皆
様
と

の
連
携
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
大
変
心
強
く
感
じ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
サ
ロ
ン
開
設
の
記
念
に
コ
ー
ヒ
ー

の
苗
木
を
購
入
し
、「
カ
フ
ェ
」
の
発
展
と
共
に
大

き
く
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
手
入
れ
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
今
年
、
純
白
の
花
が
数
片
開

花
し
、
成
長
、
開
花
を
共
に
見
守
っ
て
き
た
方
た
ち

と
、
感
動
を
共
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
じ
ょ
い
ふ
る
カ
フ
ェ
」

も
、「
じ
ょ
い
ふ
る
カ
フ
ェ

会
」
と
し
て
農
園
活
動
、

認
知
症
カ
フ
ェ
等
活
動
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
様

と
共
に
、
高
齢
に
な
っ

て
も
住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

頼
れ
る
相
談
先
と
し
て

信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
職

員
一
同
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

相
原
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

城
山
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

愛と自然に囲まれて愛と自然に囲まれて
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第24回
納涼祭

ボランティアさん
募集しています

お問い合わせ
☎042-783-0018
担当：深澤・内藤

　ホームに入所されている方や、デ
イサービスを利用されている方との
交流や生活のお手伝いをしてくださる
方を募集しています。
　下記内容の他に「こんなことをして
みたい」などご希望がありましたらお気
軽にご相談ください。

●内容　レクリエーションの補助、シー
ツ交換、お散歩の付き添い、
食事の配膳・下膳、外出時の
付き添い、納涼祭のお手伝い

天
　
野
　
菊
　
江

伊
　
藤
　
　
　
勉

五
十
嵐
　
と
し
枝

井
　
上
　
　
　
清

今
　
井
　
二
三
子

内
　
村
　
多
美
穂

宇
留
野
　
勝
　
幸

大
　
木
　
英
　
雄

大
　
島
　
金
　
解

岡
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矩
　
子

岡
　
本
　
恵
　
一

小
　
野
　
信
　
孝

小
野
沢
　
　
　
亨

木
　
村
　
一
　
子

草
　
木
　
宏
　
太

草
　
間
　
あ
や
子

熊
　
澤
　
寿
　
夫

久
　
米
　
康
　
雄

栗
　
原
　
達
　
江

後
　
藤
　
み
や
子

齋
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齋
　
藤
　
　
　
學

齋
　
藤
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齋
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弘
　
文

齋
　
藤
　
幸
　
夫

齋
　
藤
　
幸
　
成

齋
　
藤
　
義
　
貴

佐
　
藤
　
安
　
次

嶋
　
崎
　
　
　
久

昌
　
谷
　
啓
　
子

進
　
藤
　
圭
　
一

鈴
　
木
　
史
　
郎

関
　
根
　
喜
　
八

高
　
橋
　
友
　
美

田
野
倉
　
　
　
武

田
野
倉
　
　
　
求

土
　
居
　
和
　
子

戸
　
塚
　
エ
　
イ

戸
　
塚
　
喜
　
雄

中
　
里
　
　
　
勝

中
　
里
　
知
　
一

中
　
村
　
修
　
明

中
　
山
　
み
　
ね

西
　
　
　
辰
　
巳

西
　
崎
　
千
　
尋

西
　
山
　
　
　
正

長
谷
川
　
　
　
正

長
谷
川
　
博
　
俊

馬
　
場
　
　
　
敏

馬
　
場
　
利
　
夫

早
　
川
　
博
　
志

林
　
　
　
日
出
登

原
　
　
　
正
　
良

原
　
　
　
光
　
弘

原
　
　
　
守
　
男

原
　
　
　
和
　
平

平
　
井
　
　
　
薫

平
　
井
　
　
　
清

平
　
井
　
慎
　
也

平
　
井
　
勇
　
子

紅
　
谷
　
修
　
男

細
　
川
　
勇
　
幸

細
　
谷
　
　
　
清

松
　
本
　
み
よ
し

三
　
浦
　
静
　
明

水
　
谷
　
ス
　
エ

村
　
野
　
美
代
子

森
　
　
　
俊
　
裕

八
　
木
　
タ
　
ツ

八
　
木
　
春
　
枝

山
　
内
　
純
　
夫

山
　
方
　
次
　
郎

山
　
口
　
武
　
士

山
　
口
　
　
　
徹

吉
　
村
　
和
　
子

吉
　
村
　
孝
　
志

吉
　
村
　
藤
　
臣

居
酒
屋
み
え

永
井
　
美
枝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
ご
寄
附
御
礼
〜

平
成
二
十
八
年
八
月
〜
平
成
二
十
九
年
八
月 

（
敬
称
略
）

小
川
工
業
株
式
会
社

小
倉
ゆ
め
ク
ラ
ブ

小

倉

自

治

会

小
倉
自
治
会
西
村
地
区

　
西
　
川
　
正
　
行

小
倉
自
治
会
原
地
区

中
　
山
　
安
　
弘

小
倉
自
治
会
宮
原
地
区

田
野
倉
　
　
　
充

小
倉
自
治
会
山
沢
地
区

平
　
井
　
重
　
男

㈱
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

代
表
取
締
役
　
菊
地
　
　
潤

㈱
寿
　
　
　
　
　
　
　
　
組

代
表
取
締
役
　
齋
藤
　
一
寿

㈱
天
　
　
　
　
　
　
　
　
柳

代
表
取
締
役
　
山
寺
　
範
佳

㈱
八
千
代
銀
行
二
本
松
支
店

支
　
店
　
長
　
小
西
　
康
之

コ

ス

モ

ス

薬

局

相
模
在
宅
療
養
セ
ン
タ
ー

相
模
原
消
防
団
北
方
面
隊
第
６
分
団

田
野
倉
　
隆
　
彦

サ
ポ
ー
ト
・
ユ
ー 
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介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
　
安
西
　
博
美

　
紅
　
　
　
梅
　
　
　
会

理
　
事
　
長
　
土
屋
　
　
宏

　
愛
泉
会
リ
バ
ー
サ
イ
ド
田
名
ホ
ー
ム

理
　
事
　
長
　
中
野
　
正
規

　
愛
川
舜
寿
会
　
ミ
ノ
ワ
ホ
ー
ム

施
　
設
　
長
　
馬
場
恵
美
子

　
愛
伸
会 

志
田
山
ホ
ー
ム

理
　
事
　
長
　
山
口
　
政
幸

　
相

模

福

祉

村

理
　
事
　
長
　
赤
間
源
太
郎

　
智
泉
会
　
は
あ
と
ぴ
あ

　
大
地
の
会
塩
田
ホ
ー
ム

施
　
設
　
長
　
石
若
　
　
勇

湘

南

小

学

校

田
　
島
　
洋
　
子

湘
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

井
　
上
　
久
美
子

湘

南

駐

在

所

新
　
村
　
直
　
行

城

山

商

工

会

城
山
地
区
自
治
会
連
合
会

会
　
　
　
長
　
山
下
　
利
磨

城
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
　
　
長
　
熊
谷
　
達
男

城
山
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

会
　
　
　
長
　
伊
藤
　
　
勉

千

尋

会

南

栄

産

業

㈱

長
谷
川
　
好
　
伸

葉

山

島

自

治

会

葉
山
島
友
和
ク
ラ
ブ

原
宿
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

平
井
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
平
井
　
治
夫

ま

め

と

し

商

店

吉
　
濱
　
浩
　
一

㈲
杉
　
本
　
　
商
　
　
店

代
表
取
締
役
　
杉
本
　
直
宏

㈲
成
　
井
　
新
　
聞
　
店

代
表
取
締
役
　
成
井
　
　
健

㈲
日
豊
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　
代
表
取
締
役
　
座
間
　
　
豊

㈲
葉
　
　
中
　
　
産
　
　
業

中
　
里
　
伸
　
良

㈲
ユ
タ
サ
ン
化
工

代
表
取
締
役
　
田
所
　
　
豊

吉

武

内

科

医

院

（社福）（社福）（社福）（社福）（社福）（社福）（社福）

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
活
動 

施
設
長　

西
　
川
　
慶
　
次

　
毎
年
、
小
倉
の
諏
訪
神
社
・

八
幡
神
社
の
例
大
祭
が
行
わ

れ
て
お
り
、お
囃
子
連
の
方
々

が
当
施
設
の
入
所
者
様
・
利

用
者
様
に
お
囃
子
を
披
露
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

　
大
判
・
小
判
が
舞
う
中
、

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ
シ
ョ

イ
」
の
掛
け
声
で
、
手
作
り

の
お
神
輿
が
、
ラ
イ
フ
ホ
ー

ム
の
施
設
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
毎
年

八
月
に
夏
祭
り
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
も
食
堂
を
縁
日

広
場
に
模
様
替
え
し
、
懐
か

し
い
「
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
や

紙
芝
居
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
様
に
ご
満
足

い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夏
祭
り

　
ラ
イ
フ
ホ
ー
ム
城
山
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
で
は
、
７
月
か
ら

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
男

性
３
人
、
女
性
２
人
の
５
人
体
制

に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
支
援
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
地

域
は
、
主
に
城
山
・
相
原
・
津
久
井
・

大
沢
・
橋
本
・
田
名
・
愛
川
（
10

㎞
圏
内
）
の
地
域
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
が
、
住
み
慣
れ
た
環

境
で
、
安
心
し
て
生
活
し
て
頂
け

る
よ
う
に
、
職
員
一
同
、
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所新メンバーの

松本です

人

と
の
ふれあい

　
今
日
、
様
々
な
規
制
改

革
の
も
と
で
、
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
ホ
ー
ム
城
山
は
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
、
地
域
貢
献
活
動
の
普
及
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
城
山
も
み
じ
ま
つ
り
や

津
久
井
湖
さ
く
ら
ま
つ
り
に
参
加
し
、
高

齢
者
福
祉
に
関
す
る
最
新
情
報
や
施
設
情

報
等
の
提
供
。
幼
稚
園
児
や
小
学
校
児
童

と
の
交
流
会
。
毎
月
実
施
さ
れ
る
高
齢
者

向
け
体
操
教
室
の
開
催
場
所
や
送
迎
車
の

提
供
は
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
食
堂
や
会
議
室
を
地
域
の
サ
ー
ク

ル
活
動
や
会
議
の
場
と
し
て
開
放
も
し
て

い
ま
す
。
施
設
を
開
放
し
た
納
涼
祭
は
、

今
で
は
、
地
元
の
年
中
行
事
の
よ
う
に
定

着
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
法
人
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

施
設
の
中
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
に
終
始
す
る

の
で
は
な
く
、
専
門
性
を
活
か
し
、
地
域
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
活
動
を
行
う
こ
と

も
重
要
な
役
割
・
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
声
を
サ
ー
ビ
ス
に
繁

栄
さ
せ
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
充
実
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。


